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那須観測所では 1.4GHzトランジェント天体サーベイ定常観測を進めている。電波領域における高感度・広視野
サーベイ観測システムは世界でも少なく、1年を通して定常観測できるのは当システムの最大の強みである。こ
の利点を生かし、トランジェント天体活動を長期間監視し、活動発生を検知できれば、外部機関に向けて速報を
発信できる。そのために、精度すなわち、位置の特定精度、受信強度決定の精度を高めなければならない。今回
は、データから天体受信強度を決める解析手法について吟味し、報告する。
受信データには天体の信号とともに、システム雑音やインターフェアが混在する。雑音は天体信号を乱し、信
号強度を決定する際に不確定要素となるので、適切に処理しなければならない。雑音除去法の一つに、移動平均
法があるが、雑音成分とともに信号成分も平滑化するため、信号成分の強度を正確に決定できない。そこでフー
リエ変換を用いた BPFソフトウェアを開発し、できるだけ信号成分のみを取り出す手法を試みている。
BPF処理の妥当性を確かめるため、色々な S/Nのフリンジデータを作成し、BPF処理と移動平均法の両方で
信号強度を決定し、S/Nを求めるシミュレーションを行った。結果、移動平均法よりも BPF処理を用いた方が、
信号成分の強度を正確に決定でき、また S/Nもより向上させ正確に決定できることがわかった。発表では、シ
ミュレーション結果、および BPF 処理による天体データ解析結果の詳細を報告する。


